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「島根県神戸川における直線河道
の石組みによる環境整備」

日本大学理工学部土木工学科

教授 安田陽一

話題のポイント

•治水対策に伴う河川整備によって河道が直線化さ
れた．

•そのことによって流れが単調になり，生息環境とし
て厳しくなっている．
•河川を改善するために，石組みによる帯工を設置

•増水の影響もあって石組みを一部設置しただけに
とどまったが，60mにわたって魚が集まりやすい流
況に改善することができた
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単調な流れ 河川勾配1/200～1/400 礫径0.1～0.5m
水深0.5～1.4 m, 流速0.8 m/s～1.5 m/s
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まとめ

•河道が直線化された箇所に石組みの帯工を設
置することによって流況改善できる．

•設置によって流れが多様化し，生息環境，移動
環境として良好になる．

•石組み帯工は礫の天端が平水時の水面程度と
する．中央部を幾分下げる．

•増水時には水面沿う流れが形成されやすいよ
うになる．


